
備考
個人作品に必要な経費（２０００円程度）と全体で必要な経費（糸・ゴムなど５００円）と
がかかります。

30%

主体的に

学習に取り

組む態度
20%

受講条件 家庭基礎を修得していること。

学習内容
・被服の機能や被服材料、着装、管理構成
・立体構成について学び、ハーフパンツを制作する
・平面構成について学び、幼児用甚平を制作する

評価

評価の観点 観点別評価の内訳

知識

技能
50%

思考

判断

表現

取り組み状況など

授業プリント等

作品など

評価のポイント

〇 卒業予定生向け（高３相当）

教養・基礎学力養成 専門学校に対応 大学入試に対応
対象

× 新入生向け（高１相当） ◎ 在校生向け（高２相当）

ファッション造形基礎① 標準 1 前期
選択科目

ファッション造形基礎② 標準 1 後期

受講条件 原則２年目までに受講すること。

科目（講座） グレード 単位数 開設形態 履修形態

備考 実習費１０００円を徴収します。

学習内容

評価

授業プリント取り組み状況など

実習・作品など

授業プリント　小テスト

評価のポイント

大学入試に対応

40%

30%

30%

知識

技能

思考

判断

表現

主体的に

学習に取り

組む態度

・人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境について
・調理実習（２～３回程度）およびその他の実験・実習を数回実施
・ワークシート、レポートの実施

評価の観点 観点別評価の内訳

開設形態 履修形態

△在校生向け（高２相当）

科目（講座） グレード 単位数

家庭基礎 基礎

卒業予定生向け（高３相当）

2 通年
必履修科目

〇新入生向け（高１相当）◎
対象

教養・基礎学力養成 専門学校に対応



対象

フードデザイン① 標準 1 前期
選択科目

フードデザイン② 標準

取り組み状況など

実習・作品など

授業プリントなど

評価のポイント 観点別評価の内訳

知識

技能
40%

思考

判断

表現

〇 卒業予定生向け（高３相当）

教養・基礎学力養成 専門学校に対応 大学入試に対応

作品など

評価のポイント

評価の観点

備考 調理実習費４０００円がかかります。

30%

主体的に

学習に取り

組む態度
30%

受講条件 家庭基礎を修得していること。

学習内容
・栄養素の種類と働きについて理解し、調理するための知識と技術
・栄養バランスの良い食事計画を考え、豊かな食生活を考察する力
・１０回程度の調理実習

評価

× 新入生向け（高１相当） ◎ 在校生向け（高２相当）

1 後期

評価の観点

備考 個人作品に必要な経費（２５００円）がかかります。

科目（講座） グレード 単位数 開設形態 履修形態

思考

判断

表現
30%

主体的に

学習に取り

組む態度
20%

評価

観点別評価の内訳

知識

技能
50%

取り組み状況など

授業プリント等

開設形態 履修形態

ファッション造形基礎① 発展 1 前期
選択科目

ファッション造形基礎② 発展 1 後期

科目（講座） グレード 単位数

対象
× 新入生向け（高１相当） 〇 在校生向け（高２相当）

受講条件 家庭基礎を修得していること。ファッション造形基礎（標準）を履修していることが望ましい。

学習内容
・被服の機能や被服材料、着装、管理構成
・立体構成について学び、シャツを制作する

◎ 卒業予定生向け（高３相当）

教養・基礎学力養成 専門学校に対応 大学入試に対応



備考 調理実習費４０００円がかかります。

思考

判断

表現
30%

主体的に

学習に取り

組む態度
30%取り組み状況など

実習・作品など

観点別評価の内訳

知識

技能
40%

◎ 卒業予定生向け（高３相当）

教養・基礎学力養成 専門学校に対応 大学入試に対応

授業プリントなど

評価のポイント

開設形態 履修形態

フードデザイン① 発展 1 前期
選択科目

フードデザイン② 発展 1 後期

科目（講座） グレード 単位数

対象
× 新入生向け（高１相当） 〇 在校生向け（高２相当）

受講条件 家庭基礎を修得していること。フードデザイン（標準）を履修していることが望ましい。

学習内容
・多種多様な食品について栄養的価値と調理上の特徴
・料理様式に対応した献立作成および専門的な料理
・１０回程度の調理実習

評価

評価の観点


